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今月の表紙: 月
がっさん

山の遠景

提供：出羽三山「生まれかわりの旅」推進協議会　場所:山形県庄内町、西川町

仮想通貨の現状と展望
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シリーズ企画

東北会企画
日本遺産に認定された「出羽三山」の魅力

事務所訪問
宇佐見康伸税理士事務所

第42回 全国統一研修会 新潟大会
開催のご案内

ミロク会計人会連合会＆単位会　
定期総会報告

ミロクシステムQ&A
『給与計算』

リレーエッセイ
東北ミロク会計人会　梅木 敬時

14
東北の元気企業
熟成肉ブームの火付け役!! 格之進の躍進



日
本
人
の
心
の
ふ
る
さ
と
、米
ど
こ
ろ
新
潟
に
、

世
界
の
潮
流
を
読
み
解
く
経
験
豊
か
な
知
識
人
が
飛
来
！

時
間
：
午
後
1
時
45
分
〜
午
後
4
時
00
分

会
場
：
飛
翔（
3
階
）

講
師
：
作
家
　

浅あ

さ

だ田 

次じ

ろ

う郎 

氏

「
お
米
の
経
済
学
」

●
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
5
1
年
東
京
都
生
ま
れ
。95
年
に﹃
地メ

ト

ロ
下
鉄
に
乗
っ
て
﹄

で
第
16
回
吉
川
英
治
文
学
新
人
賞
、97
年
に﹃
鉄ぽ
っ
ぽ
や

道
員
﹄で
第

1
1
7
回
直
木
賞
、2
0
0
0
年
に﹃
壬み

ぶ

ぎ

し

で

ん

生
義
士
伝
﹄で
第
13

回
柴
田
錬
三
郎
賞
、06
年
に﹃
お
腹
召
し
ま
せ
﹄で
第
1
回
中
央

公
論
文
芸
賞
、第
10
回
司
馬
遼
太
郎
賞
、08
年
に﹃
中
原
の
虹
﹄

で 

第
42
回
吉
川
英
治
文
学
賞
、10
年
に﹃
終
わ
ら
ざ
る
夏
﹄で
第

64
回
毎
日
出
版
文
化
賞
、17
年
に﹃
帰
郷
﹄で
第
43
回
大
佛
次
郎

賞
を
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
。多
彩
な
作
風
で
多
く
の
読
者
を
魅
了
し

続
け
て
い
る
。近
著
は﹃
天
子
蒙
塵
﹄第
1
巻
・
第
2
巻 

︵
講
談

社
︶、﹃
竜
宮
城
と
七
夕
さ
ま
﹄︵
小
学
館
︶。

〜
朱と

き鷺
め
き
〜
熱
い
心
で
感
動
を

第
42
回
全
国
統
一
研
修
会

新
潟
大
会

■
日
程
　
平
成
29
年
11
月
9
日（
木
）

■
会
場
　
A
N
A
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
新
潟

〒
9
5
0–

8
5
3
1
新
潟
県
新
潟
市
中
央
区
万
代
5–

11–

20

T
E
L
：
0
2
5–

2
4
5–

3
3
3
3

■
受
付
／
午
後
0
時
30
分
～

■
式
典
・
基
調
講
演
／
午
後
1
時
45
分
～
午
後
4
時
00
分

■
第
1
・
2
・
3
分
科
会
／
午
後
4
時
30
分
～
午
後
6
時
00
分

■
懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー
／
午
後
6
時
30
分
～
午
後
8
時
30
分

主
催
：
ミ
ロ
ク
会
計
人
会
連
合
会

担
当
：
関
東
信
越
ミ
ロ
ク
会
計
人
会

協
賛
：
株
式
会
社
ミ
ロ
ク
情
報
サ
ー
ビ
ス

撮影者：森 清（もり きよし）

　

日
々
刻
々
と
変
化
す
る
世
界
を
正
確
に
見
極
め
、皆
様
に
最
新
の
情
報
や
知
識
、技
術
を
提
供
し
開
催
し
て
参

り
ま
し
た
全
国
統
一
研
修
会
。42
回
目
の
今
回
は
、日
本
の
会
計
事
務
所
が〝
今
〞と〝
近
い
将
来
〞必
要
と
さ
れ
る

税
務
の
専
門
性
及
び
企
業
強
化
の
た
め
の
知
見
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
メ
イ
ン
に
研
修
を
行
い
ま
す
。基
調
講
演
に
は

『
鉄ぽ
っ
ぽ
や

道
員
』で
第
１
１
７
回
直
木
賞
を
受
賞
し
た
、浅
田 

次
郎
氏
を
お
招
き
し
て『
お
米
の
経
済
学
』と
題
し
、新
た
な

視
座
を
ご
提
供
い
た
だ
き
ま
す
。第
１
分
科
会
は
東
京
大
学
大
学
院 

法
学
政
治
学
研
究
科
・
法
学
部 

教
授
、政
府
税

制
調
査
会 

会
長
で
あ
る
中
里 

実
氏
を
お
招
き
し
て『
中
間
層
の
本
音
と
ど
う
向
き
合
う
か
』と
題
し
、経
済
活
性
化
、

消
費
拡
大
の
ヒ
ン
ト
に
つ
い
て
ご
教
授
い
た
だ
き
ま
す
。第
２
分
科
会
で
は
、銘
酒「
越
乃
寒
梅
」で
有
名
な
石
本
酒

造
株
式
会
社 

取
締
役
・
杜
氏
で
あ
る
竹
内 

伸
一
氏
を
お
招
き
し
、『
越
乃
寒
梅「
伝
統
の
継
承
」「
挑
戦
」「
お
も
て
な

し
」』の
演
題
で
、新
潟
清
酒
づ
く
り
を
通
じ
て
伝
統
の
継
承
と
発
展
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。第
３
分
科

会
で
は
、株
式
会
社
新
潟
放
送 

代
表
取
締
役
会
長
の
竹
石 

松
次
氏
に『
新
潟
か
ら
世
界
を
拓
く
〜
前
島
密
・
大
倉
喜

八
郎
・
南
場
智
子
氏
〜
』と
題
し
、新
潟
出
身
の
成
功
者
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

式典・基調講演
定員／ 900名　参加費無料

2月刊税理士事務所CHANNEL



時
間
：
午
後
4
時
30
分
〜 

午
後
6
時
00
分

会
場
：
芙
蓉
／
東（
2
階
）

講
師
：
東
京
大
学
大
学
院 

法
学
政
治
学
研
究
科・法
学
部 

教
授 

政
府
税
制
調
査
会 

会
長 

　
中な

か
ざ
と里 

実み
の
る 

氏

時
間
：
午
後
4
時
30
分
〜
午
後
6
時
00
分

会
場
：
芙
蓉
／
中（
2
階
）

講
師
：
石
本
酒
造
株
式
会
社 

取
締
役・杜
氏
　
竹た

け
う
ち内 

伸し
ん
い
ち一 

氏

時
間
：
午
後
4
時
30
分
〜
午
後
6
時
00
分

会
場
：
芙
蓉
／
西（
2
階
）

講
師
：
株
式
会
社
新
潟
放
送 

代
表
取
締
役
会
長 

　
竹た

け
い
し石 

松ま

つ

じ次 
氏

●
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
5
4
年
7
月
埼
玉
県
生
ま
れ
。78
年
3
月
、東
京
大
学
法
学
部
卒
業
後
、東
京
大
学
法
学
部 

助
手︵
指
導
教
授
、金
子
宏
名
誉
教
授
︶。そ
の
後
、一
橋
大
学 

助
教
授
、東
京
大
学 

助
教
授
等
を

経
て
、97
年
1
月
よ
り
、東
京
大
学
大
学
院
法
学
政
治
学
研
究
科 

教
授
。現
在
に
至
る
。2
0
0
4
年
8
月
か
ら
05
年
3
月
ま
で
、ハ
ー
バ
ー
ド・ロ
ー
ス
ク
ー
ル
客
員
教
授
を
務
め
る
。ま
た
、1
9
9
1

年
か
ら
2
0
1
2
年
ま
で
政
府
税
制
調
査
会
の
専
門
員
、特
別
委
員
、専
門
家
委
員
会
委
員
を
歴
任
。17
年
4
月
、紫
綬
褒
章
受
賞
。現
在
は
12
年
10
月
よ
り
租
税
法
学
会 

理
事
長
、13
年
6
月
よ

り
政
府
税
制
調
査
会 

会
長︵
16
年
9
月
、再
任
︶、14
年
3
月
よ
り
ハ
ー
バ
ー
ド・ロ
ー
ス
ク
ー
ル
日
本
同
窓
会 

会
長
、15
年
4
月
よ
り
関
税
等
不
服
審
査
会 

会
長
を
務
め
る
。専
門
は
租
税
法︵
特
に
デ

リ
バ
テ
ィ
ブ
等
の
金
融
取
引
の
国
際
課
税
︶、財
政
法
、法
と
経
済
学
。著
書
に﹃
国
際
取
引
と
課
税
﹄﹃
金
融
取
引
と
課
税
﹄﹃
タ
ッ
ク
ス
シ
ェ
ル
タ
ー
﹄︵
有
斐
閣
︶、﹃Japanese Law

: A
n Econom

ic 

A
pproach

﹄︵U
niversity of C

hicago Press, H
arvard Law

 School

のM
ark R

am
seyer

と
共
著
︶、﹃
租
税
法
と
市
場
﹄︵
金
子
宏
、マ
ー
ク・ラ
ム
ザ
イ
ヤ
ー
と
共
編
著
、有
斐
閣
︶。

●
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
6
5
年
群
馬
県
生
ま
れ
。東
京
農
業
大
学
醸
造
学
科
を
卒
業
し
、88
年
4
月
1
日
以
来
、石
本
酒
造
に
勤
続
29
年
。同

社
の
杜
氏
と
し
て
、正
社
員
18
名
と
季
節
従
業
員
11
名
、合
計
29
名
の
蔵
人
の
長
と
し
て
越
乃
寒
梅
の
味
を
守
る
。新
潟
県

の
醸
造
技
術
伝
承
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た「
新
潟
清
酒
学
校
」で
は
自
ら
も
卒
業
生
で
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、教
務
主

任
を
務
め
、新
潟
清
酒
の
継
承
と
発
展
に
尽
力
す
る
。現
在
は
酒
造
り
の
み
な
ら
ず
、定
期
的
に
国
内
外
で
顧
客
と
の
交
流
、

酒
造
好
適
米
の
生
産
者
と
も
積
極
的
に
交
流
し
、活
躍
の
場
を
広
げ
る
。趣
味
は
晩
酌
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。

●
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
4
3
年
新
潟
県
生
ま
れ
。66
年
に
法
政
大
学
社
会
学
部
社
会
学
科
を
卒
業
し
、67
年
に︵
株
︶新
潟
放
送
入
社
。

2
0
0
7
年
6
月
に
代
表
取
締
役
社
長
、17
年
6
月
に
代
表
取
締
役
会
長
に
就
任
。主
な
公
職
と
し
て
、新
潟
県
特
別
職
報

酬
等
審
議
会 

委
員
、新
潟
経
済
同
友
会 

副
代
表
幹
事
、法
政
大
学
評
議
員
、学
校
法
人
北
越
高
等
学
校
理
事
長
を
務
め
る
。

主
な
著
書
に﹃
J
R
東
日
本
新
潟
支
社
出
発
進
行
﹄﹃
誇
り
た
か
き
新
潟
の
52
人
﹄︵
と
も
に
新
潟
日
報
事
業
社
︶。

●
3
日
間
旅
行
コ
ー
ス

日
程
／
平
成
29
年
11
月
10
日（
金
）
～
12
日（
日
）

●
日
帰
り
コ
ー
ス

日
程
／
平
成
29
年
11
月
10
日（
金
）

日
程
／
平
成
29
年
11
月
9
日（
木
）

　
　
　
午
後
6
時
30
分
～
午
後
8
時
30
分

会
場
／
飛
翔（
3
階
）

日
程
／
平
成
29
年
11
月
10
日（
金
）

会
場
／
フ
ォ
レ
ス
ト
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

〒
9
5
9–

2
3
3
2 

新
潟
県
新
発
田
市
万
代
8
5
5

※
定
員
25
組
1
0
0
名

日
程
／
平
成
29
年
11
月
9
日（
木
）

　
　
　
午
後
0
時
30
分
～
午
後
7
時

会
場
／
3
階
ホ
ワ
イ
エ

懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー

懇
親
ゴ
ル
フ
大
会

第
5
回
郷
土
物
産
展

記
念
旅
行

第 1分科会第 2分科会第 3分科会
定員／ 240名　参加費無料定員／ 240名　参加費無料定員／ 240名　参加費無料

中
間
層
の
本
音
と
ど
う
向
き
合
う
か

越
乃
寒
梅 

「
伝
統
の
継
承
」 「
挑
戦
」 「
お
も
て
な
し
」

新
潟
か
ら
世
界
を
拓
く
～
前
島
密
・
大
倉
喜
八
郎
・
南
場
智
子
氏
～

3 月刊税理士事務所CHANNEL



所在地 秋田県秋田市中通5-6-33
TEL 018-832-8045
FAX 018-832-8195
設立 1980年
職員数 7名
導入システム／ACELINK NX-Pro

経
営
者
支
援
と

ア
ド
バ
イ
ス
に
注
力

不
況
は
チ
ャ
ン
ス
、打
つ
手
は
無
限

―
康
伸
先
生
は
30
歳
と
比
較
的
若

く
し
て
独
立
・
開
業
さ
れ
ま
し
た
が
、

設
立
当
初
は
ど
の
よ
う
な
事
務
所
に

し
た
い
と
思
わ
れ
て
い
た
の
で
し
ょ

う
か
。

宇
佐
見 

康
伸
先
生
（
以
下
、
康
伸

先
生
）　

税
理
士
資
格
を
取
得
し
て

東
京
・
銀
座
の
事
務
所
で
約
2
年
間

実
務
研
修
を
兼
ね
て
働
い
た
後
、
秋

田
に
戻
り
父
が
勤
め
て
い
た
事
務
所

の
先
生
か
ら
顧
問
先
を
紹
介
し
て
も

ら
う
形
で
独
立
し
ま
し
た
。
当
時
は

い
わ
ゆ
る
バ
ブ
ル
期
で
景
気
は
絶
好

調
、
周
囲
で
は
何
か
と
羽
振
り
の
い

い
話
も
あ
り
ま
し
た
が
、
私
が
思
っ

て
い
た
の
は
「
職
員
5
人
、
顧
問
先

1
0
0
件
く
ら
い
の
規
模
で
長
く
続

け
ら
れ
る
事
務
所
に
し
た
い
」
と
い

う
こ
と
で
し
た
。

―
現
在
で
は
職
員
も
顧
問
先
も
増

え
、
秋
田
県
内
で
も
「
不
況
に
強
い

税
理
士
事
務
所
」
と
し
て
知
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
転
機
と
な

っ
た
の
は
い
つ
で
し
ょ
う
か
。

康
伸
先
生　

象
徴
的
だ
っ
た
の
が
、

山
一
證
券
が
破
綻
し
た
1
9
9
7

年
で
す
。
バ
ブ
ル
崩
壊
か
ら
戦
後
最

大
の
不
況
が
来
る
と
予
感
し
て
い
た

私
は
、
同
社
が
破
綻
す
る
約
1
カ
月

前
、
顧
問
先
に
「
余
剰
人
員
や
土
地

　秋田県秋田市の中心部に事務所を構える宇佐見康伸税理士事務所（以下、宇佐見経営）には、
県内さまざまな業種の顧問先から「不況に強い」「経営者の味方」といった声が寄せられているそうです。
所長の宇佐見 康伸先生と、ご子息である宇佐見 昇平先生に、事務所の方針や取り組みについて伺いました。

親子2代で「人間重視」の姿勢を貫く
不況に強い会計事務所

事 務 所 訪 問

宇佐見康伸税理士事務所
株式会社宇佐見経営

秋田県秋田市

4月刊税理士事務所CHANNEL



の
整
理
を
し
て
設
備
投
資
は
控
え
て

く
だ
さ
い
」「
余
剰
資
金
の
な
い
と
こ

ろ
は
今
の
う
ち
に
運
転
資
金
の
確
保

を
し
て
く
だ
さ
い
」
な
ど
と
対
策
を

取
る
よ
う
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
し
た
。

そ
の
後
の
流
れ
は
ご
承
知
の
通
り
で

す
。
ま
た
翌
年
、
小
渕
内
閣
が
発
足

し
て
中
小
企
業
に
無
担
保
・
無
保
証

の
融
資
を
行
う
制
度
が
で
き
た
際
に

は
、
顧
問
先
が
保
証
協
会
に
提
出
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
書
類
の
ひ
な
型

を
作
成
し
配
布
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら

が
現
在
、
当
事
務
所
で
力
を
入
れ
て

い
る
経
営
支
援
の
あ
り
方
の
端
緒
と

な
り
ま
し
た
。

一
方
で
同
時
期
、
職
員
に
向
け
て

は
「
不
況
で
い
く
つ
か
の
顧
問
先
と

の
契
約
は
な
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

で
も
、
こ
れ
か
ら
う
ち
の
事
務
所
の

仕
事
は
増
え
て
忙
し
く
な
る
」
と
発

破
を
か
け
ま
し
た
。
と
い
う
の
も
、

景
気
が
悪
い
時
こ
そ
顧
問
先
は
本
当

に
報
酬
に
見
合
う
サ
ー
ビ
ス
な
の
か

ど
う
か
を
厳
し
く
判
断
す
る
か
ら
で

す
。
そ
こ
で
、
先
に
述
べ
た
よ
う
な

独
自
の
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
展
開
し
て

い
っ
た
と
こ
ろ
、
口
コ
ミ
や
紹
介
で

次
々
と
依
頼
が
舞
い
込
む
よ
う
に
な

っ
た
の
で
す
。

―
顧
問
先
支
援
に
つ
い
て
、
そ
の

他
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
ア
ド
バ
イ
ス

し
て
き
ま
し
た
か
。

康
伸
先
生　

会
社
の
命
運
を
担
う
の

は
経
営
者
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
私

た
ち
は
経
営
者
を
い
さ
め
る
時
に
は

し
っ
か
り
と
い
さ
め
、
褒
め
る
時
は

褒
め
る
よ
う
に
意
識
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
よ
く
顧
問
先
で
私
が
お
話
し

す
る
の
が
、
経
営
者
が
避
け
る
べ

き
「
3
G
」
で
す
。
こ
れ
は
す
な
わ

ち
「
ゴ
ル
フ
」「
外
車
」「
女
性
（
ガ

ー
ル
）」
の
3
つ
を
意
味
し
て
お
り
、

「
経
営
者
が
そ
の
う
ち
ふ
た
つ
以
上
に

執
着
し
て
い
れ
ば
、
会
社
が
つ
ぶ
れ

ま
す
」
と
忠
告
し
て
い
ま
す
。
新
し

い
顧
問
先
で
も
初
期
の
段
階
で
必
ず

こ
の
話
を
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
経
営
者
は
事
業
が
好
調
な

時
ほ
ど
失
敗
し
や
す
い
こ
と
に
も
注

意
し
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
つ
ま
り

「
得
意
な
時
が
危
険
な
時
」
と
い
う

こ
と
で
す
。
こ
れ
ら
は
あ
ら
ゆ
る
業

界
・
業
態
に
共
通
し
て
い
る
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。

―
で
は
、
優
れ
た
経
営
者
の
特
徴

に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

康
伸
先
生　

優
れ
た
経
営
者
は
ど
ん

な
時
も
自
身
の
専
門
分
野
の
勉
強
を

欠
か
さ
ず
、
社
員
と
取
引
先
を
大
切

に
し
て
、
決
し
て
利
益
を
一
人
占
め

し
ま
せ
ん
。
会
社
が
伸
び
て
い
る
時

と
い
う
の
は
、
周
囲
の
人
た
ち
が
応

援
し
て
く
れ
て
い
る
時
に
他
な
ら
な

い
と
知
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
そ
の

た
め
、
仮
に
窮
地
に
陥
っ
て
も
社
員

が
す
ぐ
に
結
束
す
る
し
、
周
囲
か
ら

も
支
援
し
て
も
ら
え
る
の
で
す
。

平
日
5
時
半
出
所
を
実
践

第
一
線
で
働
く
こ
と
が
最
上
の
喜
び

―
現
在
の
事
務
所
経
営
の
状
況
や

先
生
自
身
の
仕
事
内
容
に
つ
い
て
教

え
て
く
だ
さ
い
。

康
伸
先
生　

私
た
ち
の
事
務
所
は
年

間
約
10
社
の
新
規
顧
問
先
を
獲
得
し

て
お
り
、
最
近
は
相
続
も
積
極
的
に

引
き
受
け
、
知
識
の
幅
や
対
応
範
囲

を
広
げ
る
努
力
を
し
て
い
ま
す
。
そ

し
て
収
益
が
上
が
っ
た
分
は
職
員
の

昇
給
に
つ
な
げ
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
仕
事
を
40
年
近
く
や
っ
て
き

て
何
が
良
か
っ
た
か
と
問
わ
れ
る
と
、

第
一
線
で
仕
事
が
継
続
で
き
る
こ
と

で
す
。
私
が
税
理
士
に
な
っ
た
当
時

は
公
務
員
や
銀
行
員
が
花
形
職
種
で

し
た
。
と
こ
ろ
が
今
、
同
期
の
人
た

ち
を
見
る
と
み
ん
な
退
職
し
て
い
ま

す
。
対
し
て
私
は
平
日
は
4
時
半
に

起
き
、
5
時
半
に
は
事
務
所
に
い
る

と
い
う
ス
タ
イ
ル
を
続
け
て
い

ま
す
。
土
日
、
祝
日
も
ほ
と
ん

ど
仕
事
で
す
し
、
若
い
頃
と
変

わ
ら
ず
す
べ
て
の
顧
問
先
に
う

か
が
っ
て
い
ま
す
。
働
く
こ
と

を
最
上
の
喜
び
と
し
て
い
る
私

に
と
っ
て
、
健
康
を
保
つ
た
め

に
も
最
高
の
環
境
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。

―
顧
問
先
が
増
え
続
け
て
い

る
点
に
つ
い
て
、
事
務
所
の
ど

う
い
っ
た
と
こ
ろ
が
評
価
さ
れ

て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
か
。

康
伸
先
生　

職
員
の
笑
顔
と
応

対
の
良
さ
が
好
評
と
な
っ
て
い
ま
す
。

あ
る
新
規
の
顧
問
先
か
ら
「
何
件
か

の
事
務
所
に
電
話
を
か
け
た
が
、
こ

こ
が
一
番
電
話
応
対
の
印
象
が
良
か

っ
た
の
で
契
約
す
る
こ
と
に
し
た
」

と
の
声
を
い
た
だ
い
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

宇
佐
見 

昇
平
先
生
（
以
下
、
昇
平
先

生
）　

い
ろ
い
ろ
な
会
計
事
務
所
で
特

化
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
当
事
務
所
は
顧
問
先
と
の

信
頼
関
係
を
最
も
意
識
し
て
い
ま
す
。

数
字
や
条
文
の
解
釈
に
と
ど
ま
ら
ず
、

も
っ
と
根
本
的
な
部
分
に
つ
い
て
話

し
合
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
あ
る

時
に
は
事
業
に
失
敗
し
て
負
債
を
抱

え
た
顧
問
先
の
窮
地
を
父
が
救
っ
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
保
証
協
会
と

銀
行
に
行
き
、
債
権
者
と
直
談
判
し

た
の
で
す
。
ま
た
、
相
続
に
お
い
て

も
遺
さ
れ
た
家
族
一
人
ひ
と
り
の
幸

せ
を
考
え
て
、
係
争
に
つ
な
が
ら
な

い
よ
う
な
相
続
計
画
の
立
案
を
心
が

け
て
い
ま
す
。「
人
間
重
視
」
の
姿

勢
は
こ
れ
か
ら
も
当
事
務
所
が
堅
持

し
て
い
く
べ
き
と
こ
ろ
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。

最
新
の
ツ
ー
ル
な
ど
を
活
用
し

業
務
効
率
化
に
も
取
り
組
む

―
事
務
所
内
で
は
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
か
。

事 務 所 訪 問

木の素材をふんだんに使った温かみのある執務室
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事 務 所 訪 問

康
伸
先
生　

業
務
改
善
や
効
率
化
に

関
し
て
は
数
年
前
か
ら
息
子
（
昇
平

先
生
）
が
率
先
し
て
進
め
て
く
れ
て

い
ま
す
。
お
か
げ
で
作
業
が
ず
い
ぶ

ん
楽
に
な
り
ま
し
た
。
以
前
は
税
法

な
ど
で
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、

そ
の
都
度
職
員
が
私
に
聞
き
に
来
て

い
た
の
で
す
が
、
今
は
職
員
が
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
使
っ
て
あ
ら
か
じ
め
条
文

や
通
達
文
を
調
べ
た
後
、
私
に
最
終

確
認
を
す
る
流
れ
に
変
わ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
今
期
か
ら
は
職
員
を
チ
ー
ム

分
け
し
て
業
務
に
当
た
ら
せ
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
決

算
書
や
経
営
計
画
書
な
ど
の
作
成
ス

ピ
ー
ド
が
上
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

昇
平
先
生　

ど
う
す
れ
ば
よ
り
事
務

所
業
務
が
効
率
化
す
る
か
、M
J
S

の
担
当
者
の
方
に
相
談
し
な
が
ら
新

し
い
方
法
を
随
時
導
入
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
他
社
ソ
フ
ト
を
使
う
顧
問

先
の
会
計
デ
ー
タ
は
当
事
務
所
で
入

力
し
て
い
た
の
で
す
が
、M
J
S
の

『A
CELIN

K

 N
X
-Pro

』
の
他
社
デ

ー
タ
取
込
機
能
を
導
入
し
た
こ
と
で
、

飛
躍
的
に
業
務
を
効
率
化
で
き
ま
し

た
。
今
後
も
、
業
務
改
善
案
、
効
率

化
案
を
ま
ず
私
が
試
し
て
み
て
、
効

果
が
高
い
も
の
を
随
時
事
務
所
に

導
入
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

M
J
S
さ
ん
に
は
そ
れ
を
サ
ポ
ー
ト

い
た
だ
い
て
い
る
の
で
、
大
変
あ
り

が
た
い
で
す
。

―
今
後
の
目
標
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

康
伸
先
生　

例
え
ば
秋
田
県
に
は
、

他
県
と
比
べ
て
も
人
口
減
少
に
歯
止

め
が
か
か
ら
ず
、
新
設
法
人
数
が
減

り
後
継
者
不
在
に
よ
る
廃
業
が
後
を

絶
た
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、
こ
れ
か
ら
は
事
業
承

継
や
首
都
圏
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を

介
し
て
の
M
＆
A
に
も
力
を
入
れ
て
、

地
域
経
済
の
基
盤
を
盤
石
に
し
て
い

く
の
が
私
た
ち
の
使
命
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
事
務
所
内
の
目
標

と
し
て
は
、
今
後
、
私
が
い
な
く
て

も
業
務
が
回
る
仕
組
み
を
整
え
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
上
で
将
来

の
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
息
子
に
任

せ
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

昇
平
先
生　

こ
れ
ま
で
事
務
所
が
積

み
上
げ
て
き
た
も
の
を
崩
さ
ず
に
、

顧
問
先
、
職
員
た
ち
か
ら
の
信
頼
を

自
分
な
り
に
獲
得
し
て
い
か
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
父

が
30
年
以
上
の
経
験
値
を
も
と
に
手

掛
け
て
い
る
仕
事
を
、
4
年
目
の
自

分
が
ど
こ
ま
で
で
き
て
い
る
か
問
い

か
け
な
が
ら
探
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

―
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

不況に負けない事務所を構築されている宇佐見 康伸先生（右）と昇平先生

宇佐見 康伸先生

青森県弘前市に生まれ、高校生の時に父上が秋田市の税理士事務
所に職員として勤務したことからこの仕事を知ったといいます。秋田市内の
大学卒業後に専門学校に通い1977年、28歳で税理士資格を取得。都
内の税理士事務所で経験を積み1980年、30歳の時に秋田に戻り現住所
で独立されました。両親が住んでいた建物の一室を借りてのスタートだった
そうです。その他保有資格は宅地建物取引主任者（現・宅地建物取引士）、
行政書士。

宇佐見 昇平先生

秋田市に生まれ、埼玉県の大学を卒業するまでは剣道に打ち込んでい
たそうです。卒業後、静岡県の専門学校と都内の大学院を経て2011年
に税理士資格を取得。12年に秋田に戻り、宇佐見経営の税理士として勤
務し、康伸先生と共に第一線で活躍中。社内では業務改善と効率化を
主導しています。「職員と一緒に成長しながら、顧問先からの信頼をより厚
いものにしていきたいと思っています」と意気込んでいます。

税 理 士 ま で の 歩 み

6月刊税理士事務所CHANNEL



日
時　

平
成
29
年
7
月
24
日︵
月
︶

会
場　

株
式
会
社
ミ
ロ
ク
情
報
サ
ー
ビ
ス 

「
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
」

議 

題
第
1
号
議
案　

新
任
副
会
長
お
よ
び
理
事
承
認
の
件

第
2
号
議
案　

会
則
並
び
に
関
連
規
定
改
正︵
案
︶承
認
の
件

第
3
号
議
案　

第
41
期
事
業
報
告
承
認
の
件

第
4
号
議
案　

第
41
期
収
支
決
算
承
認
の
件

監
査
報
告

第
5
号
議
案　

第
42
期
事
業
計
画︵
案
︶承
認
の
件

第
6
号
議
案　

第
42
期
収
支
予
算︵
案
︶承
認
の
件

報
告
事
項

︵
1
︶ 

第
42
回
全
国
統
一
研
修
会 

新
潟
大
会　

開
催
進
捗
報
告

︵
2
︶各
単
位
会
の
状
況
報
告

︵
3
︶各
委
員
会
の
活
動
報
告

︵
4
︶M
J
S
の
現
状
報
告

︵
5
︶そ
の
他

連
合
会
会
則
第
七
条
二
項
よ
り
、
次
の
方
が
連
合
会
副
会
長

と
し
て
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

連
合
会 

新
任
副
会
長

沖
縄
会 

新
会
長　

波
平 

正

ミ
ロ
ク
会
計
人
会
連
合
会
お
よ
び
各
単
位
会
の
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

日時／平成29年7月14日（金）
会場／リーガホテルゼスト高松
≪記念講演会≫
演題／感動のオンリーワン企業を目指して
講師／徳武産業株式会社 代表取締役会長

 十河 孝男 氏

四 国 会

日時／平成29年7月21日（金）
会場／ホテル日航熊本
≪講演会≫
演題／今、なぜ、清正公さんなのか
講師／加藤神社 名誉宮司

 湯田 栄弘 氏

九 州 会

日時／平成29年6月20日（火）
会場／ザ・ナハテラス
≪記念講演会≫
演題／会計人も知っておきたい! 年金制度の今後と

新しく始まった退職金資金準備手段
講師／社会保険労務士・行政書士・
 ファイナンシャルプランナー　北村 庄吾 氏

沖 縄 会

日時／平成29年6月26日（月）
会場／名鉄ニューグランドホテル
≪記念講演会≫
演題／個人の不動産の運用と取得を
 めぐる税務 －所得税・贈与税・相続税－

講師／税理士　岩下 忠吾 氏

中 部 会

日時／平成29年7月13日（木）
会場／ホテルグランヴィア大阪
≪記念研修会≫
演題／居住用財産譲渡の詳解
講師／MJS税経システム研究所 客員研究員・税理士

武田 秀和 氏

近 畿 会

中 国 会

日時／平成29年7月6日（木）
会場／浦和ロイヤルパインズホテル
≪記念講演会≫
演題／東アジアを取り巻く情勢と日本の

取るべき立場
講師／東京新聞・中日新聞論説委員、ジャーナリスト

長谷川 幸洋 氏

関東信越会

東 京 会

日時／平成29年6月5日（月）
会場／ANAクラウンプラザホテル金沢
≪記念講演会≫
演題／世界一受けたい おもしろ日本語授業
講師／杏林大学教授 日本語学者

 金田一 秀穂 氏

北 陸 会
日時／平成29年7月7日（金）
会場／グランドホテルニュー王子
≪記念講演会（コンサート含む）≫
演題／音楽と人生
講師／苫小牧出身フォ－クシンガ－

 堀江 淳 氏

北 海 道 会

日時／平成29年7月10日（月）
会場／江陽グランドホテル
≪研修会≫
演題／サッカーにおけるスポーツマンシップ
講師／日本サッカー名蹴会 会長

 金田 喜稔 氏

東 北 会

第
42
回
ミ
ロ
ク
会
計
人
会
連
合
会
定
期
総
会
報
告

単位会  
定期総会報告

日時／平成29年7月25日（火）
会場／リーガロイヤルホテル広島
≪記念講演会≫
演題／相続が開始する前に・相続が開始した

後に～相続直前の対策から直後の対応まで～

講師／MJS税経システム研究所 客員研究員・税理士

武田 秀和 氏

日時／平成29年7月3日（月）
会場／ハイアット リージェンシー 東京
≪研修会≫
演題／税務調査の法律問題
 ～新しい税務調査手続とその問題点～

講師／中央大学商学部 教授・MJS税経システム研究所 

客員講師　酒井 克彦 氏

沖縄会　波平 正　新会長
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仮
想
通
貨
の
現
状
と
展
望

超
え
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
中

で
も
最
も
有
名
な
の
は
ビ
ッ
ト
コ
イ

ン
で
し
ょ
う
。
単
位
は
B
T
C
で
、

時
価
総
額
（
仮
想
通
貨
1
単
位
当
た

り
の
値
段
×
仮
想
通
貨
の
供
給
量
）

は
4
6
0
億
ド
ル
に
上
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
も
そ
も
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン

は
2
0
0
8
年
に
謎
の
開
発
者
サ
ト

シ
・
ナ
カ
モ
ト
の
論
文
か
ら
誕
生
し

た
も
の
で
、
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
技

術
（
左
ペ
ー
ジ
参
照
）
を
基
盤
と
し

て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、
ブ
ロ
ッ
ク

チ
ェ
ー
ン
技
術
と
は
端
的
に
言
う
と
、

取
引
デ
ー
タ
を
広
く
共
有
す
る
こ
と

に
よ
り
、
不
正
な
取
引
や
利
用
を
防

止
す
る
と
い
う
技
術
の
こ
と
で
あ
り
、

現
在
、
多
く
の
仮
想
通
貨
が
こ
の
技

基
盤
技
術
に
よ
り
安
全
性
確
保
も

変
動
幅
大
で
投
機
的
要
素
あ
り

ま
ず
仮
想
通
貨
の
定
義
か
ら
紹
介

し
た
い
と
思
い
ま
す
。2
0
1
7
年

4
月
に
施
行
さ
れ
た
改
正
資
金
決
済

法
に
よ
る
と
、
仮
想
通
貨
と
は
①
不

特
定
の
者
に
対
し
て
、
代
金
の
支
払

い
等
に
使
用
で
き
、
か
つ
、
法
定
通

貨
（
日
本
円
や
米
国
ド
ル
等
）
と
相

互
に
交
換
で
き
る
②
電
子
的
に
記
録

さ
れ
、
移
転
で
き
る
③
法
定
通
貨
又

は
法
定
通
貨
建
て
の
資
産
（
プ
リ
ペ

イ
ド
カ
ー
ド
等
）
で
は
な
い
と
い
っ

た
性
質
を
持
つ
も
の
と
さ
れ
て
い
ま

す
。そ

の
種
類
は
い
ま
や
1
0
0
0
を

　
「
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
」を
は
じ
め
と
し
た
仮
想
通
貨
が
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。は
た
し
て
、仮
想
通
貨
と
は
ど
の
よ
う
な
特
色
を
持
ち
、ど
の
よ
う
な
可
能
性
を
秘
め
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。前
半
で
は
、仮
想
通
貨
や
そ
の
シ
ス
テ
ム
を
支
え
る「
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
技
術
」に
つ
い
て
ま
と
め
ま
し
た
。後
半
で
は
、仮
想
通
貨
の
識
者
で
あ
る

早
稲
田
大
学
大
学
院 

教
授
の
岩
村 

充
氏
に
、仮
想
通
貨
の
利
点
や
課
題
、そ
し
て
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

術
を
基
盤
と
し
て
そ
の
安
全
性
や
信

頼
性
を
保
持
し
て
い
ま
す
。

仮
想
通
貨
と
電
子
マ
ネ
ー
は
似
て

い
る
面
も
あ
り
ま
す
が
、
仕
組
み
は

全
く
違
い
ま
す
。
ま
た
、
電
子
マ
ネ

ー
は
永
続
的
に
一
般
通
貨
と
同
じ
価

値
で
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

仮
想
通
貨
の
場
合
、
法
定
通
貨
と
の

交
換
レ
ー
ト
に
合
わ
せ
て
価
値
が
常

に
変
動
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
利
用

者
に
と
っ
て
リ
ス
ク
で
あ
る
と
と
も

に
、
投
機
的
価
値
が
あ
る
と
も
捉
え

ら
れ
ま
す
。
実
際
、
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン

の
場
合
、
1
日
で
20
％
も
レ
ー
ト
が

変
動
す
る
こ
と
が
あ
り
、
現
在
、
ビ

ッ
ト
コ
イ
ン
の
所
有
者
の
多
く
は
使

用
目
的
と
い
う
よ
り
も
、
投
機
目
的

で
購
入
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
よ

う
で
す
。

そ
ん
な
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
が
世
界
的

に
注
目
を
集
め
る
き
っ
か
け
と
な
っ

た
の
は
ギ
リ
シ
ャ
と
キ
プ
ロ
ス
の
金

融
危
機
で
す
。
ギ
リ
シ
ャ
の
財
政
破

綻
に
よ
っ
て
、
13
年
に
キ
プ
ロ
ス
も

金
融
危
機
に
見
舞
わ
れ
た
の
で
す
が
、

ギ
リ
シ
ャ
や
キ
プ
ロ
ス
は
銀
行
か
ら

の
資
金
流
出
を
止
め
る
た
め
、
預
金

の
引
き
出
し
や
海
外
へ
の
送
金
に
制

限
を
か
け
ま
し
た
。
多
く
の
人
た
ち

は
そ
の
状
況
に
苦
し
ん
だ
の
で
す
が
、

ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
を
保
有
し
て
い
る
人

た
ち
は
そ
う
い
っ
た
制
限
の
網
に
か

か
る
こ
と
な
く
現
金
を
引
き
出
す
こ

と
が
で
き
た
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
っ

て
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
や
仮
想
通
貨
の
知

名
度
は
急
速
に
広
ま
り
、
同
時
に
そ

の
価
格
も
上
昇
し
て
い
き
ま
し
た
。

国
内
の
金
融
機
関
や
実
店
舗
で
の

取
り
扱
い
が
徐
々
に
増
加

仮
想
通
貨
の
中
で
も
う
一
つ
注

目
し
て
お
き
た
い
の
が
「
リ
ッ
プ

ル
」
で
す
。
そ
の
特
徴
は
ビ
ッ
ト
コ

イ
ン
以
上
に
決
済
速
度
が
速
い
こ
と

と
、
独
自
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用

し
て
さ
ま
ざ
ま
な
通
貨
と
取
引
が
可

[

レ
ポ
ー
ト]

仮
想
通
貨
の
現
状

能
な
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
る
こ

と
で
す
。
そ
の
た
め
、
い
く
つ
か
の

銀
行
で
は
海
外
送
金
や
仮
想
通
貨
の

換
金
の
際
に
リ
ッ
プ
ル
の
シ
ス
テ
ム

を
活
用
し
て
お
り
、
日
本
国
内
で
は

S
B
I
グ
ル
ー
プ
が
リ
ッ
プ
ル
と

新
会
社
を
設
立
し
、
金
融
機
関
47
行

（
17
年
2
月
末
現
在
）
と
「
内
外
為

替
一
元
化
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
を
結

成
。
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
関
連
技
術

を
活
用
し
、
外
国
為
替
に
加
え
て
内

国
為
替
も
一
元
的
に
扱
う
決
済
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
「
R
C
ク
ラ
ウ
ド
」

の
実
証
実
験
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 ※時価総額＝仮想通貨1単位当たりの値段× 仮想通貨の供給量 H.29.7.27現在

通貨名 時価総額 1単位あたりの値段
1位 Bitcoin $41,585,448,911 $2524.90
2位 Ethereum $18,867,962,556 $201.67
3位 Ripple $6,635,932,644 $0.173116
4位 Litecoin $2,180,734,401 $41.80
5位 Dash $1,444,945,838 $193.99
6位 NEM $1,371,699,000 $0.152411
7位 Ethereum Classic $1,371,560,106 $14.60
8位 IOTA $684,979,104 $0.246437
9位 Monero $590,124,739 $39.77

10位 Stratis $468,727,669 $4.76

仮想通貨の時価総額と１単位当たりの値段
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こ
う
し
た
背
景
の
中
、
日
本
で
も

少
し
ず
つ
仮
想
通
貨
の
取
引
所
や
仮

想
通
貨
を
使
用
で
き
る
店
舗
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
が
増
え
て
き

て
い
ま
す
。
例
え
ば
取
引
所
に
関
し

て
は
ビ
ッ
ト
フ
ラ
イ
ヤ
ー
や
コ
イ
ン

チ
ェ
ッ
ク
と
い
っ
た
取
引
所
が
仮
想

通
貨
を
取
り
扱
っ
て
お
り
、
ウ
ェ
ブ

上
で
登
録
す
れ
ば
簡
単
に
仮
想
通
貨

の
売
買
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
少
し
ず

つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
仮
想
通
貨
の

A
T
M
の
設
置
も
進
ん
で
い
ま
す
し
、

こ
の
4
月
に
は
大
手
家
電
量
販
店
の

ビ
ッ
ク
カ
メ
ラ
で
も
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン

を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
勢
い
で
仮
想
通

貨
を
利
用
で
き
る
環
境
が
整
っ
て
い

け
ば
、
外
国
人
旅
行
者
な
ど
が
日
本

で
仮
想
通
貨
を
積
極
的
に
使
用
す
る

よ
う
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま

た
、
仮
想
通
貨
に
は
国
際
送
金
を
す

る
際
に
手
数
料
が
ほ
と
ん
ど
か
か
ら

な
い
と
い
う
利
点
が
あ
る
の
で
、
グ

ロ
ー
バ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
を
手
掛
け
る
場

合
に
も
大
い
に
活
用
す
る
こ
と
が
で

き
そ
う
で
す
。

ブロックチェーンの技術とその応用の可能性

■ブロックチェーンの仕組み

・ビットコイン等の価値記録の取引を第三者機関不在で実現している

　ビットコインをはじめとした仮想通貨は、ブロックチェーンという技
術を基盤としています。これは取引データを分散型台帳として広く共
有することで、仮想通貨の不正な取引や利用を防止するというもの。
データが分散・共有されているため、サーバーダウンなどのリスクが低
いといった特徴も持っています。
　では、その承認作業はどのように行われているかというと、ブロッ
クチェーンという名が示すようにブロック単位で行われています（図
参照）。例えばビットコインの場合、マイナー（採掘者）と呼ばれる人
たちが新たなブロック（取引情報）をチェック（マイニング／採掘）し
ていくのですが、それと同時にマイナーたちはその正当性を証明する

「ハッシュ値」というものを見つけ出し、そのブロックに加えなければ
なりません。こうして一つのブロックが生成されると、今度はその他
のマイナーたちによる承認作業が行われ、過半数の承認を得るこ
とでそのブロックの正当性が認められ、次のブロックのマイニングが
始まります。この一連の仕組みはプルーフ・オブ・ワークと呼ばれてお
り、ハッシュ値を最初に加えて承認を得ることができたマイナーには
一定量のビットコイン（新規発行されたもの）が報酬として与えられる
ようになっています。それゆえに競争が発生し、データの信頼性を担

保することができているのです。もちろん、それを手掛けるには膨大な
計算量が必要になるため、いまや専用のハードウェアを何千台も束
にしたファーム（工場）でなければ、マイニングに成功することはでき
ないと言われています。
　このように信頼性や安全性の確保に役立つブロックチェーン
技術は、仮想通貨のみならず、さまざまな分野での応用が期待さ
れています。例えばMJSとその子会社であるMJS Finance ＆ 
Technologyは、2017年6月よりソラミツ（株）が開発したブロック
チェーン基盤「Hyperledger Iroha（いろは）」のユースケース・パー
トナーとなり、さまざまなケーススタディを基にERPシステムへの応
用や新たなフィンテック分野におけるサービスの創出を目指していま
す。ちなみにソラミツはブロックチェーンのリーディングカンパニーとし
て知られ、「いろは」は16年に設立されたブロックチェーンのグロー
バル共同開発プロジェクト「Hyperledger」の Incubation正式プ
ロジェクトとして、IBM、Intelに次いで世界で3番目に承認されて
います。その機能はすでに地域通貨や契約管理、決済インフラなど
に導入されていますので、MJSによる今後の新サービスにもご期
待いただきたいと思います。

従来の取引は、
第三者機関が取引履歴を管理し、信頼性を担保

各取引履歴は、順番にブロックに格納。
各ブロックが、直前のブロックとつながっているため改ざんが極めて困難

ブロックチェーンは、
全ての取引履歴をみんなで共有し、信頼性を担保

A A

E E

B B

C C

D D

G G

H H

F F

X

H→D
B8,000

G→E
B5,000

A→B
B1,000

B→C
B4,000

D→H
B3,000

C→F
B200

F→C
B500

E→A
B900

A→B
B1,000

A→B
B1,000

A→B
B1,000A→B

B1,000

A→B
B1,000

A→B
B1,000

A→B
B1,000

A→B
B1,000

ブロックチェーン

E→M
B9,000

F→A
B7,000

D→G
B100

D→A
B1,000

K→A
B2,000

B→L
B5,000

F→G
B400

S→R
B600

Z→Q
B7,000

D→E
B500

A→B
B200

E→A
B700

A→D
B1,000

L→P
B200

S→O
B5,000

F→M
B4,000

C→D
B4,000

F→G
B6,000

J→E
B3,000

O→Y
B8,000

R→K
B4,600

N→D
B8,000

F→H
B3,000

B→V
B3,000

E→M
B9,000

F→G
B400

A→D
B1,000

J→E
B3,000

出典：経済産業省『平成27年度我が国経済社会の情報化・サービス化に係る基盤整備（ブロックチェーン技術を利用したサービスに関する国内外動向調査）』
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激
し
い
価
格
変
動
を
経
て

普
及
し
て
い
っ
た
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン

仮
想
通
貨
の
最
大
の
特
性
と
言
え

ば
、
前
段
で
も
紹
介
さ
れ
た
よ
う
に

価
格
変
動
が
激
し
い
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
そ
の
顕
著
な
例
と
な
っ
た

の
が
、2
0
1
3
年
3
月
に
起
き
た

キ
プ
ロ
ス
危
機
で
す
。
ギ
リ
シ
ャ
と

キ
プ
ロ
ス
の
経
済
危
機
に
よ
っ
て
大

量
の
マ
ネ
ー
が
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
に
流

れ
、
前
年
末
に
は
1
B
T
C
当
た
り

20
ド
ル
も
し
な
か
っ
た
ビ
ッ
ト
コ

イ
ン
の
価
格
が
、2
0
0
ド
ル
を
超

え
る
ま
で
に
な
っ
た
の
で
す
。
ま
た
、

そ
の
後
も
中
国
最
大
の
検
索
エ
ン
ジ

ン
「
百
度
」
が
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
決
済

に
対
応
す
る
と
発
表
し
た
こ
と
も
あ

っ
て
か
価
格
は
上
昇
を
続
け
、
こ
の

年
の
秋
に
は
1
0
0
0
ド
ル
を
超
え

ま
し
た
。
結
果
、
わ
ず
か
1
年
間
で

ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
の
価
格
は
数
十
倍
も

上
昇
し
た
の
で
す
。
も
っ
と
も
、
14

年
に
は
マ
ウ
ン
ト
ゴ
ッ
ク
ス
と
い
う

日
本
の
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
取
引
所
が
顧

客
か
ら
預
か
っ
て
い
た
ビ
ッ
ト
コ
イ

ン
を
喪
失
し
、
会
社
自
体
も
破
綻
す

る
と
い
っ
た
事
件
が
起
き
、
ま
た
価

格
自
体
も
2
0
0
ド
ル
を
割
り
込
む

水
準
に
ま
で
低
迷
し
て
い
た
時
期
も

あ
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
後
は
再
び

活
況
を
呈
し
て
お
り
、
約
2
8
0
0

ド
ル
と
い
う
水
準
に
ま
で
上
昇
し
て

い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
が
急

激
に
価
格
変
動
す
る
の
に
は
理
由
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
ビ
ッ
ト
コ
イ

ン
の
単
位
時
間
当
た
り
の
発
行
数

が
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
っ
て
決
め
ら

れ
て
い
る
か
ら
で
す
（
2
0
1
7
年

7
月
時
点
で
1
6
4
0
万
枚
以
上
を

発
行
）。
こ
の
時
間
当
た
り
発
行
数
は

4
年
に
一
度
の
割
で
少
な
く
な
っ
て

い
っ
て
、
最
終
的
に
2
1
0
0
万
に

達
す
る
と
、
そ
の
後
は
増
え
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
、
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
の
供
給
曲

線
が
左
ペ
ー
ジ
の
図
の
よ
う
に
「
直

立
」
し
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
意

味
す
る
わ
け
で
す
が
、
こ
う
し
た
硬

直
し
た
供
給
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
下
で

は
、
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
に
対
す
る
人
気
、

つ
ま
り
需
要
が
少
し
で
も
変
化
す
る

と
、
そ
の
価
格
は
大
き
く
揺
れ
動
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。
わ
ず
か
な
き
っ

か
け
で
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
の
価
格
が
激

し
く
変
動
す
る
の
は
、
そ
れ
が
理
由

で
す
。

ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
の
弱
み
を
克
服
し
た

新
し
い
コ
イ
ン
が
生
ま
れ
る
か

ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
が
普
及
し
て
い
っ

た
こ
と
で
、
多
く
の
追
随
者
や
模
倣

者
が
現
れ
ま
し
た
。
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン

と
同
じ
よ
う
な
仕
組
み
で
信
頼
性
を

担
保
し
つ
つ
も
、
そ
れ
と
は
異
な
る

ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
を
形
成
す
る
仮

想
通
貨
シ
ス
テ
ム
が
登
場
し
た
の
で

す
。
そ
れ
ら
は
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
に

「
代
替
的
」
な
コ
イ
ン
と
い
う
こ
と
で
、

ア
ル
ト
コ
イ
ン
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ア
ル
ト
コ
イ
ン
と
は
呼
ば

れ
な
い
の
で
す
が
、「
イ
ー
サ
リ
ア

ム
」
と
い
う
仮
想
通
貨
も
あ
り
ま
す
。

イ
ー
サ
リ
ア
ム
は
仮
想
通
貨
で
あ
る

と
同
時
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
契
約
書
や

デ
ー
タ
な
ど
を
分
散
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

上
で
管
理
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
、
こ

れ
を
使
う
と
今
の
法
制
度
に
お
け
る

株
式
会
社
の
よ
う
な
仕
組
み
を
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
上
の
「
約
束
事
」
と
し

て
自
己
運
動
さ
せ
る
こ
と
す
る
で
き

ま
す
。
イ
ー
サ
リ
ア
ム
で
何
が
で
き

て
何
が
で
き
な
い
か
は
、
ま
だ
手
探

り
状
態
で
す
が
、
最
近
で
は
「
バ
ン

コ
ー
ル
・
プ
ロ
ト
コ
ル
」
と
い
う
仕

組
み
が
、
た
っ
た
3
時
間
で
日
本
円

に
し
て
1
6
7
億
円
も
の
資
金
調
達

に
成
功
し
欧
米
で
は
大
き
な
話
題
に

な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
や
や
違
う
方
向
を
向
い
て

い
る
の
が
先
に
も
紹
介
さ
れ
た
リ
ッ

プ
ル
で
す
。
通
常
の
為
替
決
済
シ
ス

テ
ム
で
は
送
金
完
了
ま
で
に
仲
介
す

る
金
融
機
関
の
決
済
に
時
間
が
か
か

り
、
手
数
料
が
高
く
つ
い
て
い
た
の

で
す
が
、
リ
ッ
プ
ル
の
通
貨
で
あ
る

X
R
P（
エ
ッ
ク
ス
ア
ー
ル
ピ
ー
）

は
、
リ
ッ
プ
ル
の
シ
ス
テ
ム
の
中
で

円
や
ド
ル
、
ユ
ー
ロ
と
い
っ
た
様
々

な
通
貨
に
交
換
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
特
徴
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
そ
れ
ら
を
取
引
情
報
と
あ
わ

せ
て
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
上
で
管
理

す
る
こ
と
で
、
為
替
決
済
の
ス
ピ
ー

ド
を
速
め
、
手
数
料
を
ほ
ぼ
ゼ
ロ
に

す
る
こ
と
を
実
現
し
て
い
る
の
で
す
。

も
っ
と
も
、
仮
想
通
貨
の
主
役
と

み
な
さ
れ
て
き
た
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
に

も
多
く
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。
以
前

か
ら
指
摘
さ
れ
て
き
た
の
は
、
取
引

を
記
録
す
る
ブ
ロ
ッ
ク
の
サ
イ
ズ
が

小
さ
過
ぎ
る
と
い
う
問
題
で
す
。
こ

の
た
め
、
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
の
取
引
が

盛
ん
に
な
っ
て
く
る
と
、
本
年
初
あ

た
り
か
ら
な
の
で
す
が
、
ブ
ロ
ッ
ク

に
書
き
込
み
き
れ
な
い
取
引
が
取
り

残
さ
れ
る
と
い
う
状
況
が
目
立
つ
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
ち
な
み
に
、
こ

れ
を
ど
う
解
決
す
る
か
を
巡
る
方
向

感
の
違
い
か
ら
、
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
は
、

こ
れ
ま
で
通
り
の
コ
イ
ン
と
新
た
な

「
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
・
キ
ャ
ッ
シ
ュ
」

と
い
う
名
の
別
の
コ
イ
ン
と
に
分
裂

す
る
こ
と
に
な
り
そ
う
で
す
（
ビ
ッ

ト
コ
イ
ン
は
8
月
1
日
に
実
際
に
分

裂
し
ま
し
た
）。

1974年東京大学経済学部卒業。
日本銀行に入行し、主として
金融制度全般の企画調整を担
当。ニューヨーク駐在員、金
融研究所などを経て、98 年
から早稲田大学教授。国際会
計基準委員会委員や政府の各
種委員会の座長や委員を歴任。
博士（早稲田大学）。本テーマ
の関連著書に『貨幣進化論―

「成長なき時代」の通貨システ
ム』『中央銀行が終わる日―ビ
ットコインと通貨の未来』（と
もに新潮社）。

早
稲
田
大
学
大
学
院 

教
授
　
岩い
わ
む
ら村 

充み
つ
る 

様

[

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー] 

仮
想
通
貨
の
展
望
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み
を
銀
行
の
介
在
し
な
い
決
済
手
段

と
し
て
活
用
す
る
と
、
送
金
、
と
り

わ
け
国
際
送
金
が
非
常
に
安
く
便
利

な
も
の
に
な
り
ま
す
。
実
際
、
一
般

的
な
銀
行
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
た
国
際

送
金
の
手
数
料
は
一
件
当
た
り
数
千

円
か
か
り
ま
す
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
取
引
が
完
結
す
る
仮
想
通
貨

で
あ
れ
ば
そ
れ
が
桁
違
い
に
安
い
も

の
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
銀
行
が
介
在
し
な
く
て
も

国
内
外
に
極
め
て
安
い
費
用
で
の
送

金
が
可
能
だ
と
い
う
こ
と
は
、
ア
ジ

ア
や
ア
フ
リ
カ
な
ど
の

発
展
途
上
国
で
は
、
私

た
ち
日
本
人
が
想
像
す

る
以
上
に
大
事
な
こ
と

に
な
り
ま
す
。
世
界
の

多
く
の
地
域
に
は
、
ま

だ
銀
行
に
口
座
を
持
ち

た
く
て
も
持
て
な
い
多

く
の
人
た
ち
が
い
て
、

か
つ
、
そ
う
し
た
人
た

ち
の
中
に
は
、
海
外
へ

の
出
稼
ぎ
で
得
た
資
金

を
国
許
に
送
金
し
よ
う

と
す
る
と
き
、
銀
行
よ

り
も
さ
ら
に
高
い
手
数

料
を
取
る
送
金
専
門
会

社
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な

い
と
い
う
環
境
に
置
か
れ
て
い
る
人

も
少
な
く
な
い
の
で
す
。
ス
マ
ホ
さ

え
あ
れ
ば
、
手
軽
か
つ
安
価
に
送
金

が
で
き
る
仮
想
通
貨
の
良
さ
は
、
そ

う
し
た
人
た
ち
の
た
め
に
も
っ
と
活

用
さ
れ
て
良
い
と
思
い
ま
す
。

一
方
、
い
く
つ
か
の
金
融
機
関
は

仮
想
通
貨
で
実
用
性
が
確
認
さ
れ
た

ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
技
術
を
生
か
し
、

新
し
い
タ
イ
プ
の
金
融
サ
ー
ビ
ス
を

作
り
上
げ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
銀

行
が
こ
れ
ま
で
の
間
に
築
い
て
き
た

信
用
を
基
盤
に
し
て
、
ブ
ロ
ッ
ク
チ

ェ
ー
ン
技
術
を
活
用
し
て
い
く
こ
と

で
、
銀
行
の
送
金
サ
ー
ビ
ス
を
よ
り

安
価
に
提
供
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、

よ
り
複
雑
で
多
様
な
権
利
関
係
や
契

約
関
係
の
確
認
や
承
認
に
も
生
か
し

て
い
こ
う
と
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

イ
ー
サ
リ
ア
ム
に
つ
い
て
の
紹
介

で
も
触
れ
た
こ
と
で
す
が
、
ブ
ロ
ッ

ク
チ
ェ
ー
ン
技
術
が
活
用
で
き
る
の

は
金
融
の
世
界
だ
け
に
限
り
ま
せ
ん
。

ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
技
術
を
生
か
せ

ば
、
す
べ
て
の
プ
ロ
セ
ス
、
タ
ス
ク
、

支
払
い
な
ど
に
お
い
て
、
識
別
や
検

証
、
保
存
、
共
有
が
可
能
な
シ
ス
テ

ム
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け

で
す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
が
確
立
さ
れ
、

社
会
に
普
及
し
て
く
る
と
、
会
計
の

正
確
性
を
担
保
す
る
作
業
だ
け
で
な

く
、
税
務
や
監
査
、
そ
の
他
法
律
上

の
承
認
に
至
る
ま
で
、
ブ
ロ
ッ
ク
チ

ェ
ー
ン
技
術
を
基
盤
と
し
た
シ
ス
テ

ム
が
担
え
る
よ
う
に
な
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
そ
う
な
っ
た
時
に
税
理

士
・
公
認
会
計
士
の
先
生
方
は
ど
の

よ
う
な
仕
事
や
役
割
を
担
っ
て
い
く

べ
き
な
の
か
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
は

そ
れ
ら
を
模
索
し
て
い
く
こ
と
も
重

要
に
な
っ
て
く
る
は
ず
で
す
。

ビットコインの流通量と価格の関係

出典：『中央銀行が終わる日―ビットコインと通貨の未来』

ビットコインの価格
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ビットコイン流通量

ビットコイン価格

ビットコインの需要曲線

需要増

　日本銀行を飛び出し、経済学者となった著者
（岩村充教授）が、仮想通貨の特徴を紹介しつつ、
その展望、一般通貨に与える影響を検証した一
冊。日本の金融政策や中央銀行が果たすべき役
割といったテーマにも踏み込んでおり、マクロ
な視点で仮想通貨を取り巻く経済や金融の状
況を把握することができます。

『中央銀行が終わる日―ビットコインと通貨の未来』
発行：新潮社／定価：1400円＋税

仮
想
通
貨
が
も
た
ら
す

金
融
の
新
た
な
進
化

ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
に
せ
よ
、
ア
ル
ト

コ
イ
ン
に
せ
よ
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の

発
達
に
よ
っ
て
仮
想
通
貨
の
利
便
性

は
ま
だ
ま
だ
向
上
す
る
と
思
い
ま
す

が
、
解
決
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
点

も
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。
中
で
も
見

逃
せ
な
い
の
が
、
先
述
し
た
価
格
の

不
安
定
さ
で
す
。
価
格
変
動
が
激
し

い
仮
想
通
貨
は
そ
の
価
値
が
将
来
、

ど
う
な
る
か
を
予
想
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
貸
付
や
預

金
す
る
と
き
の
金
利
に
相
場
観
が
形

成
さ
れ
ず
、
そ
の
場
の
買
い
物
に
は

使
用
で
き
て
も
、
金
融
契
約
に
お
い

て
は
そ
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で

き
な
い
の
で
す
。

し
か
し
、
仮
想
通
貨
の
存
在
は
私

た
ち
に
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
や
知

恵
を
提
供
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
現

に
固
定
観
念
に
凝
り
固
ま
っ
て
い
た

通
貨
の
世
界
を
揺
さ
ぶ
り
始
め
て
お

り
、
新
た
な
動
き
が
生
ま
れ
始
め
て

い
ま
す
。
例
え
ば
仮
想
通
貨
の
仕
組

価格ピーク
（354,000/JPY）
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古
く
か
ら
日
本
屈
指
の

聖
地
と
し
て
知
ら
れ
る
出
羽
三
山

出
羽
三
山
と
は
、
山
形
県
の
中
央

に
そ
び
え
る
羽は
ぐ
ろ
さ
ん

黒
山
（
4
1
4
m
）、

月が
っ
さ
ん山

（
1
9
8
4
m
）、
湯ゆ

ど
の
さ
ん

殿
山

（
1
5
0
4
m
）
の
総
称
の
こ
と
で

す
。
月
山
を
主
峰
と
し
て
峰
続
き
の

北
の
端
に
羽
黒
山
が
あ
り
、
西
方
に

湯
殿
山
が
連
な
っ
て
い
ま
す
。
古
く

よ
り
聖
地
と
し
て
知
ら
れ
、
修し
ゅ
げ
ん
ど
う

験
道

に
よ
る
山
岳
信
仰
の
対
象
と
し
て
6

世
紀
に
開
山
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
出
羽
三
山
は
江
戸
時
代

の
頃
に
な
る
と
山
岳
信
仰
の
対
象
と

し
て
だ
け
で
な
く
、
観
光
地
と
し
て

も
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

羽
黒
山
が
「
現
在
」、
月
山
が
「
過

去
」、
そ
し
て
湯
殿
山
が
「
未
来
」

を
表
す
と
さ
れ
、
庶
民
の
間
で
三
山

巡
り
が
「
生
ま
れ
か
わ
り
の
旅
」
と

し
て
広
が
っ
て
い
っ
た
の
で
す
。
以

来
、
地
域
の
人
々
に
支
え
ら
れ
な
が

ら
、
人
気
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て

確
固
た
る
地
位
を
築
き
、
現
在
に
至

っ
て
い
ま
す
。

英
語
表
記
な
ど
に
も
注
力
し

外
国
人
旅
行
者
が
増
加
中

そ
ん
な
出
羽
三
山
を
構
成
す
る
文

化
財
は
、
羽
黒
山
の
石
段
と
杉
並
木
、

国
宝
羽
黒
山
五
重
塔
、
月
山
神
社
、

手
向
の
宿
坊
街
、
出
羽
三
山
の
精
進

料
理
な
ど
有
形
・
無
形
合
わ
せ
て
31

件
に
上
り
、
鶴
岡
市
、
西
川
町
、
庄

内
町
の
3
市
町
に
ま
た
が
っ
て
い
ま

す
。三

山
そ
れ
ぞ
れ
の
頂
上
に
は
月
山

神
社
、
出
羽
神
社
、
湯
殿
山
神
社
が

あ
り
、
そ
れ
ら
は
総
称
と
し
て
出
羽

三
山
神
社
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
出
羽
三
山
神
社
で
権ご
ん
ね
ぎ

禰
宜
（
神
社

の
役
職
）
を
務
め
る
中
野 

雄
一
朗
氏

に
よ
る
と
、「
現
在
は
2
日
間
か
け
て

日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
た「
出
羽
三
山
」の
魅
力

東
北
会
企
画

出
羽
三
山
を
巡
る
の
が
一
般
的
だ
が
、

三
山
の
う
ち
月
山
と
湯
殿
山
は
冬
の

間
、
深
い
雪
に
閉
ざ
さ
れ
る
。
そ
の

た
め
、
羽
黒
山
の
山
頂
に
三
神
社
合

祭
殿
を
設
け
、
そ
こ
で
い
つ
で
も
出

羽
三
山
に
お
参
り
い
た
だ
け
る
よ
う

に
し
て
い
る
」
と
の
こ
と
。
三
神
社

の
中
で
も
月
山
神
社
は
、
鶴
岡
市
か

ら
車
で
30
分
の
羽
黒
か
ら
登
山
バ
ス

で
1
時
間
か
け
て
月
山
8
合
目
ま
で

登
り
、
そ
こ
か
ら
徒
歩
で
2
時
間
半

ほ
ど
か
か
る
そ
う
で
す
。
足
を
運
ぶ

際
に
は
十
分
に
登
山
の
準
備
を
し
て

か
ら
臨
む
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

現
在
、
出
羽
三
山
神
社
へ
の
参

拝
者
数
は
最
も
多
い
時
期
で
一
日

4
5
0
0
人
に
も
上
り
ま
す
が
、
昔

は
も
っ
と
多
か
っ
た
そ
う
で
、
宿
坊

の
数
も
3
0
0
坊
近
く
あ
っ
た
と
い

い
ま
す
。
一
方
で
最
近
は
外
国
人
旅

行
者
な
ど
が
ツ
ア
ー
で
訪
れ
る
ケ
ー

ス
が
徐
々
に
増
え
て
お
り
、「
英
語
の

　

山
形
県
の
出で
わ
さ
ん
ざ
ん

羽
三
山
は
、平
成
28
年
度
に「
自
然
と
信
仰
が
息
づ
く『
生
ま
れ
か
わ
り
の
旅
』
～
樹
齢
3
0
0
年
を
超
え
る
杉
並
木
に
つ
つ
ま
れ
た

2
4
4
6
段
の
石
段
か
ら
始
ま
る
出
羽
三
山
」と
し
て
、文
化
庁
に
よ
っ
て
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。そ
こ
で
、出
羽
三
山
の
関
係
者
の
方
々
に
お

話
を
伺
い
、そ
の
魅
力
や
活
性
化
の
た
め
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

②国宝 羽黒山五重塔　③出羽三山神社三神合祭殿と
鏡池（写真提供：山形県鶴岡市羽黒町観光協会）

①羽黒山の石段と杉並木。毎年8月末に行われる「秋の峰入り」

2

3 1

〈日本遺産（Japan Heritage）とは〉
　地域の歴史的魅力や特色を通じて、
日本の文化・伝統を語るストーリーを「日
本遺産」として文化庁が認定するもの

（認定事業は 2015 年から開始）。ス
トーリーを語る上で欠かせない魅力あふ
れる有形・無形のさまざまな文化財群を
地域が主体となって総合的に整備・活
用し、国内だけでなく海外にも戦略的
に発信していくことにより、地域の活性
化を図ることを目的としている。2017
年度までに認定された日本遺産は 54
件で、2020 年までに 100 件を目指し
ている。
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変
わ
ら
ず
守
り
続
け
て
い
る
」
と
羽

黒
山
斎
館
の
伊
藤 

新
吉
料
理
長
は
話

し
ま
す
。

ま
た
、
近
年
で
は
精
進
料
理
を
海

外
で
P
R
す
る
機
会
が
増
え
て
い
る

そ
う
で
、
例
え
ば
2
0
1
1
年
に
は

国
際
交
流
基
金
の
派
遣
に
よ
っ
て
フ

ラ
ン
ス
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
一
部
現
地

の
素
材
を
使
っ
て
精
進
料
理
を
提
供

し
た
と
こ
ろ
、
予
想
以
上
の
反
響
が

あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
ま
た
、
食
が

テ
ー
マ
だ
っ
た
15
年
の
ミ
ラ
ノ
万
博

で
は
「
出
羽
三
山
の
精
進
料
理
と
精

神
文
化
を
紹
介
す
る
ス
テ
ー
ジ
」
で

ゴ
マ
豆
腐
な
ど
の
「
新
作
ミ
ラ
ノ
膳
」

を
提
供
し
た
と
こ
ろ
、
和
食
ブ
ー
ム

の
影
響
も
あ
っ
て
7
時
間
待
ち
の
長

い
行
例
が
で
き
た
ほ
ど
だ
っ
た
そ
う

で
す
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
も
奏
功
し
、

庄
内
の
豊
か
な
風
土
と
羽
黒
修
験
の

精
神
を
凝
縮
し
た
羽
黒
山
斎
館
の
精

進
料
理
は
、
ミ
シ
ュ
ラ
ン
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
に
羽
黒
山
の
「
杉
並
木
」
や

「
三
神
合
祭
殿
」
と
と
も
に
紹
介
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
お
か
げ

で
「
斎
館
で
は
連
日
、
多
く
の
訪
日

外
国
人
旅
行
者
が
ゆ
っ
く
り
と
精
進

料
理
を
味
わ
っ
て
い
る
」
と
伊
藤
料

理
長
。
も
ち
ろ
ん
、
メ
ニ
ュ
ー
に
も

さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
凝
ら
し
て
お
り
、

昨
年
か
ら
は
カ
ツ
オ
節
す
ら
使
わ
な

い
、
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
対
応
の
「
月
う

さ
ぎ
膳
」
を
提
供
し
て
い
る
そ
う
で

す
。「
不
易
流
行
と
い
う
言
葉
を
モ
ッ

ト
ー
に
、
伝
統
を
守
り
な
が
ら
新
し

い
も
の
を
取
り
入
れ
て
い
く
こ
と
で
、

出
羽
三
山
の
精
進
料
理
の
世
界
を
次

世
代
に
残
し
て
い
き
た
い
」
と
伊
藤

料
理
長
は
話
し
て
い
ま
す
。

日
本
遺
産
へ
の
認
定
を
経
て
、
ま

す
ま
す
盛
り
上
が
り
を
見
せ
る
出
羽

三
山
。
山
形
県
教
育
庁
文
化
財
・
生

涯
学
習
課
日
本
遺
産
推
進
主
査
の
岡

田 

隆
行
氏
は
、「
日
本
遺
産
に
認
定

さ
れ
て
2
年
目
と
な
り
、
観
光
資
源

と
し
て
も
〝
は
く
〞
が
つ
い
て
き
た

よ
う
に
思
う
。
県
や
関
係
市
町
、
神

社
、
観
光
協
会
な
ど
で
構
成
す
る
出

羽
三
山
『
生
ま
れ
か
わ
り
の
旅
』
推

進
協
議
会
で
も
、
初
年
度
に
続
い
て

今
後
も
日
本
遺
産
を
活
用
し
た
観
光

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

な
ど
で
情
報
発
信
を
続
け
て
出
羽
三

山
の
魅
力
を
国
内
外
に
さ
ら
に
広
く

ア
ピ
ー
ル
し
、
地
域
の
活
性
化
や
観

光
振
興
を
図
り
た
い
」
と
の
こ
と
。

ま
だ
足
を
運
ん
だ
こ
と
が
な
い
方
は

ぜ
ひ
一
度
、
出
掛
け
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
の
作
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
」
そ

う
で
す
。
今
年
の
ト
リ
ッ
プ
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
の
全
国
神
社
仏
閣
人
気
ラ
ン

キ
ン
グ
で
も
7
位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
す

る
な
ど
、
少
し
ず
つ
知
名
度
も
高
ま

っ
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。「
日
本

遺
産
認
定
で
こ
う
し
た
傾
向
に
さ
ら

に
弾
み
が
つ
け
ば
と
期
待
し
て
い
る
」

と
中
野
氏
は
話
し
て
い
ま
す
。

「
不
易
流
行
」
を
モ
ッ
ト
ー
に

新
た
な
精
進
料
理
を
生
み
出
す

出
羽
三
山
の
旅
を
語
る
上
で
欠
か

せ
な
い
の
は
何
と
い
っ
て
も
精
進
料

理
で
す
。
出
羽
三
山
に
お
参
り
す
る

参さ
ん
ろ
う籠
者
の
た
め
の
宿
泊
所
（
参
籠
所
）

と
し
て
、
羽
黒
山
斎
館
、
湯
殿
山
参

籠
所
、
月
山
に
は
御
田
原
小
屋
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
参
籠
所
で
は
食
事

が
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。
羽
黒
山
に

伝
わ
る
精
進
料
理
は
出
羽
三
山
の
山

麓
で
採
れ
る
旬
の
山
菜
や
キ
ノ
コ
な

ど
四
季
折
々
の
地
元
素
材
が
使
わ
れ

て
お
り
、
羽
黒
独
特
の
し
き
た
り
に

則
っ
た
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
羽
黒
山
の
精
進
料
理
は
本
来
、
修

験
道
の
山
伏
が
生
き
る
た
め
の
料
理

だ
っ
た
。
今
は
お
も
て
な
し
の
料
理

に
な
っ
た
が
、
そ
の
伝
統
と
精
神
を

④月山神社
⑤湯殿山。滝行を行う御滝

⑥羽黒山参籠所斎館。玄関は桃山時代の作　⑦2015
ミラノ万博で精進料理のデモンストレーションを行う
斎館の伊藤料理長

⑧羽黒山斎館の涼風膳（3240円）。このほかにご飯と
お汁、漬物が付く　⑨月うさぎ膳（2160円）。完全な
ベジタリアン精進料理で特にクルミ豆腐が人気

6
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興
味
を
持
ち
実
際
に
訪
れ
て
い
ま
す
。 

2
つ
目
の
柱
は
小
売
り
、
卸
業
。
な

か
で
も
格
之
進
ハン
バ
ー
グ
、
メ
ン
チ
カ
ツ

が
オ
ン
ラ
イ
ン
・
オ
フ
ラ
イ
ン
共
に
人
気

で
す
。
ハン
バー
グ
も
メ
ン
チ
カ
ツ
も
自
然

豊
か
な
環
境
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
確
か

な
原
材
料
と
技
術
、
そ
し
て
地
元
・
岩

手
の
生
産
者
の
情
熱
で
で
き
て
い
ま
す
。

原
料
に
は
、
格
之
進
が
厳
選
し
た
黒
毛

和
牛
を
中
心
と
し
た
国
産
牛
肉
、
飼
育

か
ら
こ
だ
わ
っ
た
岩
手
県
花
巻
市
が
誇
る

幻
の
ブ
ラ
ン
ド
豚
「
白
金
豚
」
を
使
用

し
て
い
ま
す
。
つ
な
ぎ
に
は
、
鶏
卵
、
牛

乳
、
パン
粉
に
岩
手
県
産
を
使
用
し
、
さ

ら
に
自
然
な
味
わ
い
が
出
る
秘
訣
と
し
て

塩
麴
を
利
用
。
三
陸
町
野
田
産
の
天
然

塩
「
の
だ
塩
」、
一関
市
川
崎
町
門
崎

産
の
「
門
崎
め
だ
か
米
」、
南
部
杜
氏

が
開
発
し
た
酒
用
麹
菌
「
黎
明
平
泉
」

と
いっ
た
オ
ー
ル
岩
手
県
産
の
原
料
に
自

生
、
日
本
経
済
の
発
展
に
貢
献
し
て
い

け
た
ら
と
切
に
願
い
、
消
費
者
に
格
之

進
の
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な

事
業
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

事
業
の
柱
は
、
主
に
3
つ
。
1
つ
目

は
店
舗
展
開
。
六
本
木
で
の
5
店
舗
を

含
め
計
11
店
舗
を
展
開
。
東
京
の
店

舗
は
地
元
・一
関
を
P
R
す
る
た
め
の
シ

ョ
ー
ル
ー
ム
と
位
置
付
け
て
い
ま
す
。
な

か
で
も
人
気
の
イ
ベ
ン
ト
は
和
牛一頭
買

い
を
し
て
い
る
格
之
進
な
ら
で
は
の
〝
お

肉
〞
の
楽
し
み
方
、「〝
お
肉
〞
の
解
体

シ
ョ
ー
」。〝
お
肉
〞
に
ま
つ
わ
る
ス
ト
ー

リ
ー
を
聞
き
な
が
ら
、
職
人
に
よ
り
丁

寧
に
カ
ッ
ト
さ
れ
た
数
々
の
希
少
部
位
を

そ
の
場
で
焼
い
て
食
す
体
験
。
ダ
イ
ナ
ミ

ッ
ク
な
切
り
方
、
焼
き
方
、
生
産
者
の

思
い
に
お
客
様
は
歓
喜
し
て
、
思
わ
ず
そ

の
場
で
情
報
を
発
信
し
ま
す
。
そ
し
て
、

そ
の
体
験
後
、
多
く
の
お
客
様
が一関
に

 

熟
成
肉
の
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立 

2
0
1
4
年
〜
16
年
、2
0
0
万
人

近
く
が
集
う
日
本
最
大
級
の
肉
イ
ベ
ン

ト
「
肉
フ
ェ
ス
」
に
お
い
て
3
年
連
続

年
間
販
売
額
N
o
・
1
（
ネ
ッ
ト
通
販

含
む
）
に
輝
い
た
（
株
）
門
崎
の
千
葉

祐ま
す
お士
社
長
は
、
和
牛
の
旨
み
を
引
き
出

す
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
や
啓
蒙
活
動
を
通
じ

て
食
に
投
資
す
る
消
費
者
を
増
や
す
こ
と

で
、
日
本
の
生
産
者
を
元
気
に
し
、
美

味
し
い
〝
お
肉
〞
を
提
供
し
続
け
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
の
活
動
を

通
じ
て
、
肥
育
農
家
の
減
少
な
ど
農
家

の
課
題
を
軽
減
し
、
引
い
て
は
地
方
創

家
製
塩
麴
が
奥
行
き
を
与
え
て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
、
同
社
は
ま
す
ま
す
人
気
が

高
ま
る
格
之
進
ハン
バー
グ
と
メ
ン
チ
カ
ツ

を
さ
ら
に
多
く
の
お
客
様
に
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
に
、
千
葉
社
長
が
か
つ
て

通
っ
て
い
た
廃
校
に
な
っ
た
小
学
校
の
体

育
館
を
丸
ご
と
工
場
に
す
る
プ
ラ
ン
を
つ

く
り
「
お
肉
の
聖
地
化
」
と
す
る
こ
と

で
、
い
わ
て
南
牛
を
は
じ
め
と
し
た
生
産

者
と
地
域
の
活
性
化
を
目
指
し
、
多
く

の
人
を一関
に
呼
び
寄
せ
る
こ
と
を
計
画

し
て
い
ま
す
。

3
つ
目
の
柱
は
食
品
加
工
。
格
之
進

ハ
ン
バ
ー
グ
、
メ
ン
チ
カ
ツ
の
ほ
か
、
最

近
で
は
、
黒
毛
和
牛 

熟
成
肉
か
ら
生

成
さ
れ
た
牛
肉
発
酵
調
味
料
「
牛
醤
」

（
2
1
6
0
円
（
税
込
））
を
開
発
し
、

販
売
開
始
し
ま
し
た
。
日
本
料
理
に

「
醤
油
」
が
欠
か
せ
な
い
よ
う
に
「
熟

成
肉
に
欠
か
せ
な
い
調
味
料
」
を
創
り

た
い
。
そ
の
よ
う
な
思
い
か
ら
究
極
の
熟

成
肉
の
旨
み
を
求
め
続
け
た
結
果
、
黒

毛
和
牛
か
ら
創
り
出
し
た
牛
肉
発
酵
調

味
料
「
牛
醤
（
商
標
出
願
中
）」
を
開

発
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
熟
成
肉

を
さ
ら
に
お
い
し
く
食
べ
る
た
め
に
開
発

さ
れ
た
牛
醤
は
、
焼
い
た
お
肉
に
数
滴
つ

け
る
こ
と
で
、
さ
ら
な
る
お
肉
の
旨
み
や
、

風
味
、
味
わ
い
深
さ
と
いっ
た
、
新
た
な

「〝
お
肉
〞
の
表
情
」
を
引
き
出
し
ま
す
。

「一関
と
東
京
を
食
で
繋
ぐ
」動
き
も

そ
の
ほ
か
、
千
葉
社
長
は
「一関
と
東

京
を
食
で
繋
ぐ
」
と
い
う
ビ
ジ
ョン
の
下
、

地
元
・一
関
市
の
P
R
に
も
全
力
を
投

じ
て
い
ま
す
。
そ
の
象
徴
的
な
取
り
組

み
が
、
生
産
者
と一関
市
と
格
之
進
の
共

催
で
行
わ
れ
る
「
う
ま
い
も
ん
！
ま
る
ご

と
い
ち
の
せ
き
の
日
」
で
す
。
イ
ベ
ン
ト

は
格
之
進
の
店
舗
で
開
催
さ
れ
、
当
日

は一関
市
役
所
の
職
員
や
生
産
者
、
そ

し
て
首
都
圏
の
消
費
者
が
集
い
、
絶
品

食
材
を
使
っ
た
料
理
に
舌
鼓
を
打
ち
な

が
ら
交
流
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
い
ま
や
お
肉
の
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

千
葉
社
長
で
す
が
、
起
業
前
は
大
手
フ

ィ
ル
ム
メ
ー
カ
ー
の
営
業
マ
ン
と
し
て
働
い

て
い
た
そ
う
で
す
。
そ
の
た
め
、
起
業
し

た
当
初
は
お
肉
に
関
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
ほ

と
ん
ど
持
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
、「
そ
れ
が
奏
功
し
て
、
ゼ
ロ
か
ら
お

肉
に
つ
い
て
研
究
し
、
他
店
に
先
駆
け
て

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
実
践
し
、
そ

の
都
度
、
フ
ァ
ン
を
増
や
す
こ
と
が
で
き

た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

現
在
も
世
界
中
を
奔
走
し
、
新
た
な

う
ま
さ
を
求
め
続
け
る
千
葉
社
長
。
格

之
進
の
躍
進
は
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
も

続
い
て
い
き
そ
う
で
す
。 

元
気
企
業
株
式
会
社 

門
崎

熟
成
肉
ブ
ー
ム
の
火
付
け
役
! ! 

格
之
進
の
躍
進

　

い
わ
て
南
牛
を
中
心
に
黒
毛
和
牛
の
旨
み
を
引
き
出
す
門か
ん
ざ
き崎

熟
成
肉
の
専
門
店「
格
之
進
」を
展
開
す
る（
株
）門
崎
。「
一
関
と
東
京

を
食
で
繋
ぐ
」こ
と
を
ビ
ジ
ョ
ン
に
、ま
た「
日
本
の
食
と
農
の
未
来
を
消
費
者
と
生
産
者
と
共
に
デ
ザ
イ
ン
す
る
」と
い
う
テ
ー
マ
を
掲
げ
、

本
社
の
あ
る
岩
手
県
や
東
京
な
ど
に
レ
ス
ト
ラ
ン
を
展
開
す
る
ほ
か
、熟
成
肉
の
小
売
り
、卸
、食
品
加
工
業
を
営
ん
で
い
ま
す
。オ
ン
ラ

イ
ン
シ
ョッ
プ
で
は
熟
成
肉
の
ほ
か
、ハ
ン
バ
ー
グ
や「
Y
a
h
o
o
！ 

検
索
大
賞
2
0
1
6
」の
お
取
り
寄
せ
部
門
賞
に
輝
い
た『
格
之
進

メ
ン
チ
カ
ツ
』が
人
気
商
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、地
元
で
あ
る一
関
市
と
連
携
し
、地
域
食
材
の
積
極
的
な
P
R
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

DATA

株式会社 門崎
岩手県一関市川崎町
薄衣字法道地21-16
TEL：0191-43-4129
URL：http://kakunosh.in

東北の

※同社では敬意と愛情を持って、肉を〝お肉〟と呼んでいます。

上
：「
う
ま
い
も
ん
！
ま
る
ご
と
い
ち
の
せ
き
の
日
」で

挨
拶
を
す
る
千
葉
社
長　

下
：
赤
身
の
旨
み
を
存

分
に
味
わ
え
る
厚
切
り
肉
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「私の趣味 喜多流謡曲」

た
の
で
、
そ
の
様
子
を
見
て
い
る

と
、
当
時
岩
手
県
警
の
会
計
課
長

で
あ
っ
た
小
原
先
生
が
寄
っ
て
来

て
「
梅
木
君
も
こ
の
会
に
入
会
し

ろ
、
後
で
事
務
所
に
行
く
か
ら
」

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
一
週
間
ほ
ど
し

て
入
会
の
勧
誘
に
来
て
く

れ
、
即
座
に
「
北
上
喜
桜

会
」
に
入
会
し
稽
古
に
足
を

運
ん
だ
の
が
謡
曲
と
の
本
格

的
な
出
会
い
で
あ
る
。
毎
週

水
曜
日
の
稽
古
に
は
、
仕
事

の
都
合
で
欠
席
す
る
こ
と
も

あ
っ
た
が
25
年
間
よ
く
続
け

ら
れ
た
も
の
と
自
分
な
が
ら

驚
い
て
い
る
。
こ
れ
が
仕
事

で
は
な
く
趣
味
な
の
か
も
。

謡
曲
に
は
十
五
徳
が
あ
る

こ
と
も
学
び
、
北
上
は
言
う

に
及
ば
ず
、
盛
岡
、
平
泉
の

舞
台
に
も
幾
度
と
な
く
出
演

さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
謡
曲
は

謡
う
ば
か
り
で
は
な
く
、
能

の
観
賞
も
修
業
の
一
つ
で

あ
る
と
の
指
導
を
受
け
、
東

京
、
仙
台
、
盛
岡
、
平
泉
な

ど
の
発
表
会
に
足
を
運
び
謡
曲

十
五
徳
を
実
感
し
て
い
る
。

な
か
な
か
上
達
し
な
い
な
が
ら

も
自
分
の
趣
味
と
し
て
楽
し
く
稽

古
に
励
ん
で
い
る
昨
今
で
あ
る
。

謡
曲
十
五
徳

一
、 

行
か
ず
し
て
名
所
を
知
り

二
、 

薬
な
く
し
て
欝う
っ
き気
を
散
ら
す

三
、 

思
わ
ず
し
て
座
の
上
に
昇
り

四
、 

馴
れ
ず
し
て
武
芸
に
近
づ
き

五
、 

旅
に
在
り
て
知
音
を
得
る

六
、 

軍
せ
ず
し
て
戦
場
を
知
る

七
、 

習
は
ず
し
て
歌
道
を
識
り

八
、 

望
ま
ず
し
て
高
位
に
交
わ
る

九
、 

祈
ら
ず
し
て
神
徳
を
得
る

十
、 

詠
ま
ず
し
て
花
月
を
望
む

十
一
、 

老
い
ず
し
て
古
事
を
知
る

十
二
、 

友
無
く
し
て
閑
居
を
慰
む

十
三
、 

触
れ
ず
し
て
佛
道
を
知
る

十
四
、 

恋
せ
ず
し
て
美
人
を
懐
く

十
五
、
厳
な
ら
ず
し
て
形
美
を
嗜
む 

昭
和
40
年
代
〜
50
年
代
の
結
婚

披
露
宴
に
は
、
必
ず
祝
謡
が
宴
の

は
じ
め
に
謡
わ
れ
て
い
た
。
昭
和

51
年
晩
秋
、
職
場
の
後
輩
の
披
露

宴
に
司
会
を
仰
せ
つ
か
っ
た
際
、

祝
謡
を
や
れ
る
人
が
い
な
く
て
寂

し
い
思
い
を
し
た
記
憶
が
あ
る
。

そ
れ
以
降
、
ど
こ
か
で
祝
謡
を
学

び
た
い
と
思
っ
て
い
た
。

折
し
も
、
平
成
4
年
北
上
の
地

方
振
興
局
に
転
勤
し
て
間
も
な
い

4
月
、
北
上
み
ち
の
く
民
俗
村
を

散
策
中
に
演
舞
場
で
、「
謡
と
仕

舞
の
春
の
会
」
が
開
催
さ
れ
て
い

岩手県北上市 　梅木 敬時
東北ミロク会計人会

表紙の写真 　出羽三山の主峰、月山の遠景です。月山は8合目ま
で自動車で行くことができ、中でもたくさんの高山植物を
観賞できる弥陀ヶ原は人気で、「天空の楽園」とも呼ば
れます。木道が整備されており、標高1400m付近の
なだらかな湿原を一周1時間ほどで自然散策を楽しめます。
そして山頂にある月山神社本宮には、守護神、月読命
が祀られています。 また山頂からの眺めは、庄内平野
はもちろん、鳥海山、朝日・飯豊連峰、遠く岩木山、八
幡平までも望むことができる絶景です。

「月山の遠景」
（山形県庄内町、西川町）

私が舞台に上がった謡曲の模様です
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Anti-spam

FortiGateで多層のセキュリティ！
知っていますか？

ランサムウェアなどマルウェアのほとんどが
メールによる被害だということを

FortiGate-60E

ウイルスファイル 不正なURL

私たちは未来をカタチにします

FORTINET社認定サービスパートナー

本書に記載されている会社名、製品名・サービス名は各社の登録商標または商標です。

Anti-virus

 Firewall ネットワーク攻撃を防御

ウイルスの侵入を防御

スパムメールの
侵入を検知

URL
！




